


それは1985年 に発表された初代B-200か ら始まりました。

爽快に自らのプレイで、ベス トサウンドを醸し出すという、

ベースアンプの頂点を目指したそのアンプは、日本製のベ

ースアンプに、まったく新しい概念を誕生させました。

そのオリジナルティあふれるサウンドは、1996年 に長年の

コラボレーションによって遂に完成した独自のPrOfessional

B aSS― AmprB_320N"を 発表しました。

個性 的 という言葉では表 しきれな い、太 く音像のク リアー

なサ ウン ドを受 け継 ぎ、更 に Pre―Ampの H ead― Amp回 路

にEcc-83TUBEを 搭載 したそのサ ウン ドは、新た に高級

アンプの頂点をきわめるベースアンプとして蘇ります。



安全上のご注意
※ご使用の前に、「この安全上のご注意」をよくお読みの上、正しくお使いください。

※ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくお使い頂き、あなたや他の人々への危害や損害を未然に

防止するためのものです。また注意事項は、危害や損害の大きさと気迫の程度を明示するために、誤った

取扱いをすると、生じることが想定される内容を「警告」「注意」の2つに区分しています。いずれも安
全に関する重要な内容ですので、必ず守ってください。
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△ 瓢 ∠ゝ
注意 :感電防止のため ′ヽネルやカバーを外
きないて下さい。
この機器の内部には お客様が交換で
きる部品はありませんので 安全のた
め悸理は お買い上げ店又は 当社に
依頼して下さい。

各種絵表示の内容

③
一ｅ

⑬記号は,禁止の行為であることを告げるものです。図の中

や近傍に具体的な禁止内容 (左図の場合は分解禁止)が描
かれています。

●は強制 (必ず、すること)を表しています。具体的な強制
内容は●の中に描かれています。左図の場合は、「電源プ
ラグをコンセントから抜くこと」を表しています。

∠ゝ警告

△

e

煙や異臭、異音が出た り、落下や破損 した時はスイッチを切る。

そのまま使用すると、事故の原因になります。必ず使用を中止し、販売店に
修理をご依頼ください。

万一、発煙や機器内部に異物や水が入つた場合は、本体のスイッチをきる。
そのまま使用するとヽ感電や事故の原因になります。必ず販売店にご相談ください。

機器内部に燃えやすいものを入れない。
事故や故障の原因になります。

△
電源コー ドが傷んだ ら (芯線の露出 。断線)使用 しない。
火災・感電の原因となります。

⑪
風呂場では ,使用 しない。

火災・感電の原因となります。

△ 注意
ヽ

③
表示された電源電圧 (交流 1∞V)以外の電圧で使用しない。
火災・感電・破損の原因となります。

電源コー ドを傷つけた り,加工 した り、無理に曲げた り、ね じった り,引 っ

張つた り、加熱 した りしない。
コードが破損して火災・感電の原因となります。



△ 警告

③
電源コー ドの上に重いものを乗せたりしないで下さい。又コー ドが本

体の下敷きにならないようにする。
コードに傷がついて、火災・感電の原因となります。

⑪
雷が鳴ったら、機器の金属部やプラグに触れない、また野外で使用しない。
落雷や誘導雷により感電・やけど・機器の焼損の原因となります。

使用しているときはすぐに機器から離れてください。

⑪
分解・改造等は、行わないで下さい。
なわれる恐れがあります。
事故やけがの原因となります。

品質・安全等が、損

△ 注意

③

油飛びや湯気のあたる場所には、設置・使用は しないで下さい。
火災・感電の原因となることがあります。

ぐらついた台の上や傾いた所など不安定な場所に置かない。
落ちたり、倒れたりして、けがの原因となることがあります。

電源コードを熱機具に近付けない。
コードの被

^、

くが溶けて、火災・感電の原因となることがあります。

異常に温度が高 くなる所 に置かない。

機器の変形・変質,火災・故障の原因となることがあります。直射日光のあたる
高温の所には置かないでください。

湿気やほこりの多い場所に置かない。
火災・感電の原因となることがあります。

△
テレビ、オーディオ機器、スピーカー等の機器を接続するは、各々の機器の
取扱説明書をよく読み電源を切り、説明に従って接続する。
接続は指定のコードを使用する。

電源を入れる前には音量を最小にする。
突然大きな音が出て聴力障害などの原因となることがあります。

薬品、ほこり、高周波を発生する機器 (テ レビ、ラジオ等)のそばには
設置・使用はしないで下さい。
火災・感電の原因となることがあります。

不快な程の大音量で長時間使用した場合、設定によっては、
永久的な、難聴になる事も考えられます。
万一、耳に異常を感じた場合は、専門の医師に相談して下さい。

e
旅行などで長期間、ご使用にならないときは、必ず電源コードをコンセント
から抜いておく。
火災の原因となることがあります。

お手入れの際は安全のため、電源プラグをコンセン トから抜いて作業を し
て下さい。
感電の原因となることがあります。



B-2 8 0 Strong Point

・プリアンプ部分にチュープとlCによる、ハイプリッド回路を採用しましたので、従来

よりも更に、太く締まった輪郭のあるサウンドを醸しだします。

・ 3モードインプットの採用で、アクティプタイプやパッシプタイプの他に、後面にワイ

ヤレス機器等の専用インプットを増設しました。

・チュナーアウトにチューナーを接続し、ミュートスイッチとの併用で、音を出さずにチ

ューニングが可能になりました。

・±15dB可変可能な、オリジナルゲインコントロールとヘッドルームクリップ LEDの採

用で、楽器に合ったベストなゲインに設定できます。

・トーンコントロールとの併用で、スラップ時に威力を発揮するノッチコントロールを採

用しました。

・オリジナル4バンドアクティプ型トーンコントロールの採用で、太くバランスの良い輪

郭のはっきりした、クリアーなサウンドが飛び出します。

・プレゼンスコントロールの幅を更に広げる、ミッドレンジスイッチの採用でサウンドに

最適なプレゼンス効果が、期待出来ます。

・マスターボリュームの採用で、PA送り等のセッティングを変える事なく、ステージ上の

エンクロージャーの音量を自由にコントロール出来ます。

・僅かなクリップでも、素早く反応するクリップインジケーターの採用。

・サウンドのミュート状態が、ライオンの目に当たる部分の LEDの点滅で、確認出来ます。
・ディストーションチャンネルのミックスポリュームと、クリーンチャンネルのボリューム

との併用で、図太いディストーションサウンドを醸し出します。

・トーンコントロールの前後に、エフェクトループを装備していますので、エフェクター

を、ベストな状態でコントロール出来ます。

・後面バランスアウトの出力が、ダイレクト・ラインにセレクト出来、ラインレベルコン

トロールにより出カレベルをコントロール出来ます。

・夜間の練習等に最適な、ヘッドホーン出力を装備しました。

・電源スイッチのON/OFF時に発生する、不快なノイズを大幅に低減しました。

各部の機能(フ ロントパネル)

lNPUTS・ ・・楽器を接続する入力端子で、PASSiVE側には、パッシブタィプのベースを
AC丁ⅣE側には、アクティプタイプのペースを接続して下さい。
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GAIN・ ・・ッマミがセンターの位置で標準のゲインになりますが、パッシブベースの場

合、一般的に出力が低いため、ツマミをセンターより右に回しHEAD― R00M CLiPの

LEDが点灯する直前にセットして下さい。アクティブベースに於ける調整方法は、パ

ッシブベースとは逆の傾向になりますが、基本的な調整方法は同じくHEAD―R00M
C LiPの LEDが点灯する直前にセットして下さい。(ク リーンチャンネル使用時のみ)

パッシブベースの場合、希に HEAD―R00M CLiPが点灯しにくい事がありますが、全

体の音量はボリュームとマスターボリュームで決定されますので差し支えありません。

VOLUME・ ・・プリアンプ部のボリュームで、音量を調整します。
NOTCH・ ・・コントロール脇のスイッチをプッシユしLEDを点灯させる事により回路
が作動します。このコントロールは、全体の特性から中域のみをカットするコントロ

ールで、右に回すほど中域がカットされます。スラップ時、特に威力を発揮します。

中域がカットされる為、スイッチ ON/OFF時 に聴感上、多少音量差が目立ちますの
でボリュームで補正して下さい。

TREBLE・ ・・高音域を調整するコントロールで、センターでフラットになり右でブー
ストし左でカットします。

H.MID.・ ・・中高音域を調整するコントロールで、センターでフラットになり右でブー

ストし左でカットします。

L.MID.・ ・・中低音域を調整するコントロールで、センターでフラットになり右でブー

ストし左でカットします。

BASS・ ・・低音域を調整するコントロールで、センターでフラットになり右でブース
トし左でカットします。

PRttSENCE・ ・・中高音域を更にブーストするコントロールで、右に回すほど強調さ
れます。コントロール脇のスイッチにてブーストする帯域を選択出来ます。
ノーマルで中高音域を、プッシュする事により高音域が強調されます。
MUTtt Sw.・ ・・チューニング時等、スピーカからの音を消したい時にプッシュしま
す。ライオンの目に当たる部分の LEDが、点灯から点減に変わります。
MASTER・ ・・全体の音量をコントロールするツマミで、各々セットァップされたレ
ベルを変える事なく、エンクロージャーの音量を調整します。

SIG.・ ・・ィンプットに接続された楽器の出力に反応して点灯します。
PEAK・ ・・パヮーアンプのクリップ(歪み)が始まると点灯します。
TUNER OU丁・・・チューニングメーターを接続するジャックです。
DISttORT10N SW・ ・・ディストーションチャンネルを作動させるスイッチでON時
に、LEDが点灯します。フットスイッチ使用時はこのスイッチをOFFに して下さい。
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FRONtt PANEL

REAR PANEL
PRE OuTPUT

SPEAKER OUTPUT
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GAIN・ ・・ディストーションの深さを調整するツマミで、右に回すほど歪みが強くな

ります。

M:X・ ・・ディストーションの音量を調整するツマミで、生音に対してのディストーシ

ョンサウンドの含み具合を調整します。このコントロールは MINの位置で、予め5

%のディストーションサウンドが、ミックスされる様にセットしてあります。

PRE EFFECTS L00P(エ フェクターを接続して全体の音づくりをした状態で、会場

によって音質変える場合、従来の様にトーンコントロールの後にエフェクターが接

続されていると、全体のサウンドバランスが崩れます。これを防ぐ為に、この部分

のエフェクトループは、 トーンコントロールの前に構成されています。)
SEND LttVEL・ ・ 。ここに接続されたエフェクターのインプット送られる信号をコン

トロールするツマミで、エフェクターが歪む直前まで上げて下さい。

SttND・ ・・エフェクターのインプットに接続します。

REttURN・ ・・エフェクターのアウトプットからの、シールドコードを接続します。

RETURN LEVEL・ ・・エフェクターのアウトプットから送られて来た信号をコントロ

ールするツマミで、バイパス時と同じ音量になる様に調整して下さい。

POST EFFECTS L00P(ト ーンコントロールの後に構成された、エフェクトループで

コンプレッサーとか、比較的ノイズを多く発生するエフェクター等、通常のエフェク

トループとして、使用して下さい。)

SEND LEVEL・ ・・ここに接続されたエフェクターのインプット送られる信号をコン

トロールするツマミで、エフェクターが歪む直前まで上げて下さい。

EFFECTS L00P SW・ ・・エフェクトループを作動させるスイッチで、ON ttLEDが

点灯します。フットスイッチ使用時はこのスイッチをOFFに して下さい。

RttTURN LttVEL・ ・・エフェクターのアウトプットから送られて来た信号をコントロ

ールするツマミで、バイパス時と同じ音量になる様に調整して下さい。

LINE LEV巨 L・ ・・後部バランスアウト(キヤノン)のレベルを、調整します。コントロー

ル脇のスイッチにてダイレクト又は、ラインに選択出来ます。

HEAD PHONE・ ・・ヘッドホ~ンを接続するジャックで、インピーダンスが30Ω以上の
ヘッドホーンを接続して下さい。又ステレオプラグによリバランスのラインアウトとし

ても、ご使用になれますが、ここに接続する機器の入カインピーダンスは、100Ω以上

の物をご使用下さい。尚、ラインレベルコントロールにより音量を調整して下さい。

(御注意 )。 ・・旧タイプの8Ω (30Ω以下)のヘッドホーンは、ご使用になれません。内部に

負担が、かかり好ましくありません。

POWER・ ・・電源スイッチです。
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各部の機能(リ ヤーパネル)

REAR INPUT・ ・・主にワイヤレス等の電子機器を接続するインプットです。

フロント側のインプットが優先します。

BALANCttD O∪ T PUT・ ・・ローインピーダンスのバランス出力で、主にミキサ

ー送り等に使用します。

D!ST.F/S・ ・・ディストーションチャンネルのフットスイッチを接続するジャッ

クで、単独のラッチタイプのフットスイッチを使用して下さい。

SttND・ ・・ポストエフェクトループのセンドジャックで、エフェクターのインプ

ットに接続します。

RETURN・ ・・ポストエフェクトループのリターンジャックで、エフェクターの

アウトプットからの、シールドコードを接続します。

F/S・ ・・ポストエフェクトループのフットスイッチジャックで、ラッチタイプの

フットスイッチを使用して下さい。

PRE OUT・ ・・プリアンプ部の出カジャックです。

MA!N IN・ ・・パヮーアンプ部分のインプットで、ここにプラグインするとプリア

ンプ部は、切り離されます。

SPEAKER OUT・ ・・エンクロージャーのトータルインピーダンスが8Ωの場合は
2本接続出来ますが、4Ωの場合は1本しか接続する事が出来ません。

スピーカ保護の為にもエンクロージャーの許容入力が、4Ωの場合最低でも400W

以上、又8Ωの場合は、200W以上の物を使用して下さい。

AC 8A・ ・・電源ヒューズです。AC125V 8Aのものを使用して下さい。

UNSWITCHED 300W・ ・・電源スイッチと非連動コンセントで、300W以下の機
器のみ接続可能です。

保証とサービス
保証書は販売店にて所定事項を記入してお渡し致しますので、内容をご確認の上大切

に保管して下さい。保証期間は、お買い上げ後一年間の自然故障のみ対象となります

ので御了承下さい。

破損及び消耗部品の劣化又は、付属品等の紛失については、保証対象外となりますの

で御了承下さい。

保証期間後の修理については、販売店又は当社に依頼して下さい。修理によって機能

が維持できる場合は、ご要望により有料になりますが、修理をさせて頂きます。
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取扱い上の御注意

・電源コードはtアンプ背面のコード巻き金具より全部外してからご使用下さい。
・電源スイッチを OFF、 マスターボリュームをゼロにしてから、スピーカコードをア
ンプ部とスピーカポックスに、完全に接続してからアンプの電源スイッチをONに
し、一各コントロールをセットアップして演奏を始めて下さい。
又、スピーカコードを取り外す場合は、マスターボリュームをゼロにしてから電源
スィッチをOFFに し、スピーカコードを取り外して下さい。

・スピーカコードに損傷がある場合は、そのスピーカコードは絶対に使用しないで下
さい。
又、スピーカコードのプラグ部分に、ガタ付きがある場合も絶対に使用せず、完全
な物に交換して下さい。

・スピーカコードに、シールドコードでの代用はアンプの特性が著しく損なわれます
ので、絶対に使用しないで下さい。

*以上アンプの故障原因になりますので、十分に注意し安全にご使用下さい。

B-280 ft様 添付品

実効出力 280W/4Ω  最大出力 520W/4Ω    取扱い説明書*1
,肖費電力 125W                      sP cORD lm*1
重量     15kg
寸法   482(W)*185(H)*377(D)m/m

*規格及び外観は製品改良の為、予告なく変更する事があります。

(有)』LB]T CORPORAT10N
〒340-0035 埼玉県草加市西町1382-3曽 0489-28 1637 FAX 0489-22-5742


